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㸨㸨㸨㸨 中部࣮ࣞࢨ応用技術研究会設立ࡢ背ᬒ活動目的 㸨㸨㸨㸨 

中部࣮ࣞࢨ応用技術研究会ࡢ設立準備説明会をࠊᖹᡂ㸰ᖺ㸱᭶㸶日㸦木㸧錦㸯目ࡢ広

小路ＹＭＤࣝࣅ㸷階ࡢ㸦株㸧コンࣆュ࣮タ࣭ࢡࢸノ࣭࣮ࣟࢪインࣞࢢࢸタࡢ会議室࡛開催ࡢ

趣旨説明を行いࠊ多ࡢࡃ企業ࡢ方々ࡽ賛ྠを得ྠࠊࡶࡿᖺ㸳᭶㸯㸲日。᭶)愛知県

厚生ᖺ金会館ࠕ富士ࡢ間࡛ࠖ発足委員会を開いたࠋ 

 ࠋたࡗあ࡛ࡢࡶ࡞うࡼࡢࡂࡘࡣ主旨ࡢ発足ࡢࡁࡢࡇ

 

㸨㸨㸨㸨 委員会ࡢ発足ࡢ主旨 㸨㸨㸨㸨 

量子機械ࠕࡣࢨ࣮ࣞࠕ ࠋࡍࡲࢀ要求さࡀ知識࡞科学的ࡣ利用ࡢそࠊうࡼࡿࢀࡤ呼ࡶࠖ

 他方ࠊそࡢ材料加工ࠊ生産技術ࡢ応用ࡣ技術的ࠊ࡞現場的࡞知識ࡀ要求さࡍࠋࡍࡲࢀ

ࡀ発展࡞ࡁ大ࠊࡾࡼࡁࡘ結び࡞密接ࡢ技術࣭技能的知識自然科学ࡣ技術ࢨ࣮ࣞࠊわち࡞

期待さࡿࢀ科学技術࡛あࠊ࡚ࡗࡼࠊࡾ研究者ࠊ技術者ࠊ技能者୍ࡀ堂集ࡾࡲ融合ࡇࡿࡍ

加工機を利用し࡚いࢨ࣮ࣞࡢ％約㸲㸮ࡢ世界ࡣ国ࡀᡃࠊ࡛ࡍࠋࡍࡲࡵ望ࡀ前進࡞ࡁ大ࢁ

ࡿ加工機を利用し࡚いࢨ࣮ࣞࡢࡃ多ࡶ最ࡣ中部地区ࡢࡇࡶ中࡛ࡢそࠋࡍࡲい࡚ࢀ報告さࡿ

地域࡛あࡶࠋࡍࡲࡾわࠊࡎࡽ国際的ࡳた研究ࠊ開発ࠊ情報収集࣭交換ࠊ研究会等ࡢ

研究࣭ᬑ及活動ࡢ点࡛ࡣ東京や大阪比࡚低調ࣝ࣋ࣞ࡞あࡣࡢࡿ残念࡛ࠋࡍそࡶࠊ࡛ࡇ

しྡࠊ古屋地区ୖ述ࠕࡢ科学技術ࡢ人材的融合ࡢ場ࠖࡀ提供さࠊࢀ多ࡢࡃ人ࡀ集うࡼう

ࠋࠖࡍࡲࢀ予期さࡀ発展ࡢ技術ࢨ࣮ࣞࡢ対し୍࡚層近い将来ࠊࡤࢀ࡞  

 

㸨㸨㸨㸨 研究会ࡢ活動目的 㸨㸨㸨㸨 

 ࠋࡍࡲい࡚ࢀ明示さうࡼࡢ次ࡣ活動目的ࡢ研究会ࡣ規約ࡢ会ࡢ発足時ࡢࡇ

 

目的㸸当研究会ࡢࢨ࣮ࣞࡣ応用技術関ࡿࡍ情報収集࣭整理ࠊ研究ࡼ࠾び調査等を 

共ྠ࡛行うࠋ活動ࡣ主ࡢࡂࡘ項目分ࠋࡿࢀࡽࡅ 

 

㸯㸧情報活動し࡚ࡢ文献調査࣮ࢹࠊタ集作ᡂࠊ共ྠ調査࣮ࢹࠊタࢫ࣮࣋構築ࠊ  

見学会ࠊ研究発表ࠊ海外࣮ࣞࢨ技術ࡢ現状報告ࠊ等 

  㸰㸧共ྠ研究ࡢ促進ࡼ࠾び参画 

  㸱㸧技術ࡢᬑ及し࡚ࡢ講演会ࡼ࠾び講習会 

  㸲㸧࣮ࣞࢨ応用技術関ࡿࡍ人材ࡢ交流育ᡂ 

  㸳㸧そࡢ他 必要ㄆࢨ࣮ࣞࡿࢀࡽࡵ技術利用関ࡿࡍ活動 

 

古屋࣮ࣞྡࠊ研究会ࢽ࣑ࠊ㸧࣮ࢼ࣑研究会㸦セࠊ総会 ࡶ現在ࡢ㸰㸳ᖺ後ࡣ活動࡞うࡼࡢࡇ

ࢀさ⥆⥅ࡀ研究会活動ࠊし࡚࡞作ᡂࡢࢫ࣮࣋タ࣮ࢹ文献ࠊࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࠊࢫュ࣮ࢽ࣭ࢨ

࡚いࠋࡿ 



㸨㸨㸨㸨 研究会の活動実績 㸨㸨㸨㸨 

㸯．研究会ࡢ実施 

毎ᖺࠊ研究会㸦総会ࢨ࣮ࣞࠊ技術セࠊ࣮ࢼ࣑見学会࡞㸧を溶接学会東海支部࣮ࢨ࣮ࣞࠊ 

学会ࢨ࣮ࣞࠊ加工学会ࡢ共催ࡶ含࡚ࡵ実施ࠋ 現在࡛ࡲ㸷㸲回実施ࠋ 

 㸰㸷回ࡾࡼ研究会をᖹᡂ㸯㸶ᖺࢽ࣑し࡚技術講座ࢨした࣮ࣞ若手技術者を対象ࠊたࡲ

開催したࠋさࠊࡽ会員相互ࡢ交流ࡢたࡢࡵ懇親会ࡶ開催ࠋ 

   ୗ図ࡣ最近㸳ᖺ間ࡢ当研究会࡛ࡢ研究発表や講演ࡢ内容を分析した結果を示ࠋࡍ 
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㸰．ྡ古屋࣮ࣞࣇ࣭ࢨォ࣮ࣛࡢ࣒開催 

  海外ࢨ࣮ࣞࡢ研究者や専門家を招待したྡࠕ古屋࣮ࣞࣇ࣭ࢨォ࣮ࣛࡢ࣒ࠖ開催を 

実施し࡚ࡁたࠋ会員以外୍ࡢ般ࡢ人ࡶ呼び࡚ࡅ実施ࠋ 

 

㸱．共ྠ研究ࡢ実施 

ᖹᡂ初期ࠕ異種金属ࢨ࣮ࣞࡢ接合技術ࡢ研究  ࡿࡍ関肉盛技術ࢨ࣮ࣞࠕࠊࠖ

基礎研究ࠖ等ࠊ賛ྠした会員会社ࡢ共通ࠊ࡛࣐࣮ࢸࡢ共ྠ研究を実施したࠋ 

共ྠ実験報告書ࠕࡣࡽࢀࡇ 㸦ࠖ取扱い注意㸧し࡚ࠊ保存さ࡚ࢀいࠋࡿ 

 

㸲．共ྠ調査研究 

ᖹᡂ㸲ᖺ㸯㸷㸶㸳ᖺࡽ㸯㸷㸷㸮ᖺࡢ㸴ᖺ間ࡢ国内外ࢨ࣮ࣞࡢ加工関連文献を共ྠ࡛

分担し࡚調査しࢨ࣮ࣞࠕࠊ応用技術࣮ࢹタࢺ࣮ࢩ集 㸦ࠖＡ㸲版 約㸰，㸮㸮㸮頁࣮ࢹࡢタ

集し࡚ࡆୖࡵࡲたࠋ㸦現在 数部 ᭷ࡾ㸧 

現在ࢨ࣮ࣞࠊ加工技術関ࡿࡍ資料ࡢ調査をしࠊそࡢ分類従ࠊ࡚ࡗ文献ࣜࢺࢫを作ᡂ 

中࡛あࠋࡿ 

 

㸳．ྡ古屋࣮ࣞࢽ࣭ࢨュ࣮ࡢࢫ発行㸦ᖹᡂ 27 ᖺ 11 ᭶現在ࠊ第 29 号 発行済ࡳ㸧 

  会員ࡢ情報提供活動報告をࡿࡍ機関ㄅし࡚ࠊ最近ࣆࢺࡢッࠊࢫࢡ実用化技術ࡢ紹

介ࠊ新技術ࠊ新製品ࡢ紹介ࠊ国際会議出席報告ࠊ会員ࡢ紹介及び研究会活動報告を掲載

したࡢࡶをࠊ毎ᖺ 㸯～㸰回発行ࠋ 

 

㸴．そࡢ他 

㸦㸯㸧中部地区࡛開催さࢨ࣮ࣞࡿࢀ技術関ࡿࡍ催し物ࡢ参画や支援 

   㸦㸰㸧࣮ࣞࢨ技術関連ࡢ学会࣭協会ࠊ研究会ࡢ連携活動 



＊＊＊＊ 写真が語る研究会活動 ＊＊＊＊ 
 

 

  
㸰㸮㸯㸲年㸯㸯月㸰㸴日 第㸷㸰回研究会㸦調査研究㸧 

 

 

  
㸰㸮㸯㸳年㸶月 第㸷㸲回研究会   㸰㸮㸯㸳年㸱月 第㸰㸷回加工講座 

 

 

   
 㸰㸮㸯㸱年㸯㸮月レーザフォーラム   㸰㸮㸯㸲年㸯㸮月 Ｔｅｃ㹦 Ｂ㹧ｚ 

 

 



 

中部࣮ࣞザ応用ᢏ術研究会規約 

 

 ᖹ成 2 ᖺ 5 月 14 日施行 ᖹ成 12 ᖺ 5 月 30 日改正  ᖹ成 18 ᖺ 5 月 22 日改正 

ᖹ成 20 ᖺ 9 月 1 日改正 ᖹ成 20 ᖺ 9 月 1 日改正 ᖹ成 21 ᖺ 5 月 26 日改正 

ᖹ成 22 ᖺ 5 月 26 日改正 ᖹ成 27 ᖺ 5 月 25 日改正 

 

1. ྡ称 

 当研究会を中部࣮ࣞザ応用ᢏ術研究会㸦別称 Nagoya  Laser Technopole, NL  略称ࠋࡿࡍ称ノポ࣮ࣝ㸧ࢡࢸ

Nagoya Laser ナゴヤ࣮ࣞザ称ࡿࡍ. 

2.目的 

当研究会࣮ࣞࡣザࡢ応用ᢏ術関ࡿࡍ情報収集࣭整理ࠊ研究ࡼ࠾び調査等を共ྠ࡛行うࠋ 

活動ࡣ主ࡢࡂࡘ項目分ࠋࡿࢀࡽࡅ 

㸦1㸧情報活動ࡢ࡚ࡋ文献調査࣮ࢹࠊタ集作成ࠊ共ྠ調査࣮ࢹࠊタ࣭ベ࣮ス構築ࠊ見学会ࠊ研究発表ࠊ海外࣮ࣞザᢏ術

 等ࠊ現状報告ࡢ

㸦2㸧共ྠ研究ࡢ促進ࡼ࠾び参⏬ 

㸦3㸧ᢏ術ࡢ普及ࡢ࡚ࡋ講演会ࡼ࠾び講習会 

㸦4㸧࣮ࣞザ応用ᢏ術関ࡿࡍ人材ࡢ交流育成 

㸦5㸧そࡢ他必要認࣮ࣞࡿࢀࡽࡵザᢏ術利用関ࡿࡍ活動 

3.研究会ࡢ構成 

前項ࡢ趣旨賛ྠࡿࡍ下記会員࡛構成ࡿࢀࡉ研究会ࠋࡿࡍ 

㸦1㸧個人会員 当研究会ࡢ趣旨賛ྠࠊࡋ研究会入会ࡿࡍ個人 

㸦2㸧団体会員 当研究会ࡢ趣旨賛ྠࠊࡋ研究会活動を援助ࡿࡍ団体㸦会社㸧 

㸦3㸧ྡ誉会員 歴代会長他ࠊ当研究会活動特功労ࡀあࡓࡗ者࡛ࠊ会長ࡢ推薦を受ࡅ総会࡛ᢎ認ࡉ 

 個人ࡓࢀ

㸦4㸧推薦会員 当研究会ࡀ積極的交流ࡼࡋうࡿࡍ他研究会ࠊ団体ࡢ代表者࡛ࠊ会長ࡢ推薦を受ࡅ 

総会࡛ᢎ認ࡓࢀࡉ個人 

㸦5㸧学生会員 当研究会ࡢ趣旨賛ྠࠊࡋ研究会入会ࠊࡿࡍ大学まࢀࡇࡣࡓ準ࡿࡎ学校在席ࡍ 

 㸧ࡴ個人㸦大学院生を含ࡿ

当研究会࡞ࡢ必要応࡚ࡌ分科会ࠊワ࣮キン࣮ࣝࢢ࣭ࢢプを 設ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅ分科会等ࡶ研究会ࡢ会員࡛構

成ࠋࡿࢀࡉ 

4.事務局 

当研究会ࡢ事務局446－0026〒ࠊࡣ 愛知県安城市安城⏫広美 40－7 株式会社࣮ࣞザᢏ術研究センタ࣮ෆ置ࠋࡃ 

5.役員 

㸦1㸧選任   

当研究会ྡ誉会長 1 会長ࠊྡ 1 副会長ࠊྡ 2 幹事長ࠊྡ 1 指導ࡈࡾࡓわ会務全般ࠊࡓま ࠋࡃ࠾幹事若ᖸྡをࠊྡ

いࡃࡔࡓ顧問をࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃ࠾ 

会長࣭副会長ࡣ会員ࡢ中ࠊࡾࡼ互選࡛決ྡࠋࡿࡵ誉会長ࠊ幹事長࣭幹事ࡣ会長ࡀ推薦ࠊࡋ研究会ࡢ了ᢎを得ࡍࡢࡶࡿ

 ࠋࡿ

当研究会監事をࠋࡃ࠾監事ࡣ 2 ྡ以ෆࠋࡿࡍ監事ࡣ幹事ࡢ中ࡽ研究会ࡢ互選ࡾࡼ決ࠋࡿࡵ 

㸦2㸧任務    

会長ࡣ研究会ࡢ運営全般を統べࠋࡿ 

副会長ࡣ会長を補佐ࠊࡶࡿࡍ事由あࢀࡇࡣࡁࡿを代行ࠋࡿࡍ 

ྡ誉会長ࡣ会長ࡢ相談役࡚ࡋ補佐ࠋࡿࡍ 

幹事長ࡼ࠾び幹事ࡣ会長ࡢ指示ࠊࡾࡼ運営実務ࡢ処理あࠋࡿࡓ 

監事ࡣ研究会ࡢ会計ࡢ監査を行うࠋ 

㸦3㸧任期 

役員ࡢ任期ࡣ 2 ᖺࠋࡿࡍまࠊࡓ再選ࡣ妨࡞ࡆいࠋࡿࡍࡢࡶ 

6.運営要領 

当研究会ࠊࡣᖺ 4 回ࡢ研究会ࠊ数回ࡢ幹事会ࠊᖺ 1 回ࡢ総会ࠊそࡢ他ࡢ会議࡛࡚ࡗࡶ運営ࠋࡿࡍ幹事会ࠊそࡢ他ࡢ会

議ࡣ必要応࡚ࡌ会長ࡀ召集ࠋࡿࡍ 

7.経費 

当研究会ࡢ運営費ࡣ団体㸦会社㸧会員ࡢᖺ会費㸦1 口：5 万㸧ࡼ࠾び個人会員ࡢᖺ会費㸦5000 㸧ࡾࡼ賄わࠋࡿࢀ

原則的総会࡛ᢎ認ࡓࢀࡉ予算案従࡚ࡗ運営費ࡢ使途ࡀ決ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࢀࡽࡵ共ྠ実験ࡢ費用ࡣ別途定ࠋࡿࡵ 

 ྡ誉会員ࠊ推薦会員ࠊ学生会員ࡣ会費を納ࡇࡿࡵを要࡞ࡋいࠋ 

8.誓約事項 

研究会総会ࡢ議決ࡾࡼ本研究会規約ࡢ各項目ࡢいࢀࡎを変更ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 



図㸯 加工用࣮ࣞࡢࢨ出力࣒࣮ࣅ品質ࡢ関係 

㸨㸨㸨㸨 ࣮ࣞࢨ加工技術ࡢ発展 㸨㸨㸨㸨 

㸦㸯㸧࣮ࣞࢨ機器ࡢ発展 

 こࡢ㸰㸮年間半ᑟ体࣮ࣞࡢࢨ発展ࡀ著しくࠊ価格ࡀ大ࡁく低ୗしたࠋ㸯࣮ࣂࢨ࣮ࣞࡢࡘ

㸯㸮Wࡀ出力ࡢ ࠋ約㸯㸮倍向ୖしたࡶᑑ命ࡢそࠋ向ୖした࡛ࡲ㸯㸳㸮W㸦連続出力㸧 ࡽ

高性能ࠊ高出力ࠊ高効率࡚ࡗ࡞いࠋࡿ㸰㸮㸮㸶年ࡣ㸯㸳㸮W ࠋࡿい࡚ࢀ開発さࡀࡢࡶࡢ

ࡀ技術ࢢンࢪ࣮ࢣッࣃびࡼ࠾ࠊ冷却技術ࠊ積層技術ࡢ࣮ࣂࢨ࣮ࣞࡢࡵたࡿࡵ高ࢆ品質࣒࣮ࣅ

進ࠊࡳ工業用半ᑟ体ࡢ益々高性能ࠊ低コࢺࢫ化ࡀ進࡛ࢇいࠋࡿ加工用ࡢ半ᑟ体࣮ࣞࡣࢨ㸴kW

㸲kWࠊࡾࡼ品質向ୖࡢそࠊࡾ࠾࡚ࢀ市販さࡀ装置ࡢ高出力ࡢ࡛ࡲ 㸲㸮㸮µmࡀ࣒࣮ࣅࡢ 径

࣮ࣂࣇ高出力㸦㸯kW㸧ࡢࢻ࣮ࣔࣝࢢンࢩࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡛ࡲࡿࡁᑟ光࡛࡛࣮ࣂࣇࡢ

ࡣࢨ࣮࣮ࣞࣂࣇࡢࢻチ࣮࣐ࣔࣝࠋࡿい࡚ࢀ注目さࡶ応用ࡢそࠊࡳ進ࡶ開発ࡢࢨ࣮ࣞ BPP

㸳mm࣭mradࡀ 㸰㸮kWࡢ ࣅ出力ࢨ࣮ࣞࡢࢨ加工用࣮ࣞࡣ図㸯ࠋࡿい࡚ࢀ市販さࡀ装置ࡢ

現在㸶kWࡶ高品質࡛出力ࡶࢨ࣮ࣞࢡࢫࢹࠊたࡲࠋ示すࢆ関係ࡢ品質࣒࣮ 市販さࡀ装置ࡢ

㸯㸴kWࠋࡿい࡚ࡗ至ࡿࢀ 㸯㸮kWࠋࡿࢀ市販さ㸰㸮㸮㸷年ࠊࡾあ開発段階ࡣ ࣇࡢ

㸱～㸲mmࡣ溶接࡛ࡿࡼࢨ࣮࣮ࣞࣂ 厚ࡢ鋼材や࣒࢘ࢽ࣑ࣝ合金ࡀ約㸯㸳m/min ㏿超高ࡢ

࡛溶接࡛ࠋࡿࡁそࡢ接合㏿度㸦＝溶接㏿度ェ溶込ࡳ深さ㸧ࢆ従来ࢡ࣮ࡢ溶接法比較すࡿ

超短波長ࡢ࡞ࢨ秒࣮ࣞࢺ࣒࢙ࣇࠊࢨコ秒࣮ࣞࣆࠊࢨ秒࣮ࣞࣀࢼࠊたࡲࠋ約㸴～㸶倍㏿い

࣮ࣞࡢ࡞ࢨび短波長࣮ࣞࡼ࠾ࢨ࣮ࣞࡢ

加工ࡢ各種ࠊࡾ࠾࡚ࢀ各種市販さࡶ機器ࢨ

出ࡣ熱源ࢡ࣮ࡢ従来ࠋࡿい࡚ࢀ利用さ

力密度ࡀ約㸮．㸰～㸮．㸳kW/mm2࡛あࡿ

㸱㸰ࡀࢨ半ᑟ体࣮ࣞࡢ高輝度ࠊᑐしࡢ

kW/mm2ࠊ最近࣐ࣝࡢチ࣮ࣔࡢࢻ㸳kW 

Yb㸸࡛ࢨ࣮࣮ࣞࣂࣇ㸯㸳㸷kW/ mm2ࠊ

㸱㸮㸮Wࡢࢻ࣮ࣔࣝࢢンࢩ ࣮ࣞࣂࣇ

比ࢡ࣮㸲，㸵㸯㸶kW/mm2ࡣࢨ࣮

 ࠋࡿい࡚ࡗ持ࢆ密度ࡢ約㸰㸮，㸮㸮㸮倍ࠊ࡚

 

㸦㸰㸧ࣟࢡ࣐加工ࡢ発㐩 

 自動車産業ࠊ鉄㐨車輌ࠊ航空機産業ࠊ造

船業ࡣ࡛࡞高㏿化ࠊ軽量化ࡢたࠊࡵ入

熱量ࡀᑠさくࠊ溶接変形ࡀ少࡞い࣮ࣞࢨ加

工ࡀ広く適用さࡼࡿࢀうࡁ࡚ࡗ࡞たࠋ高

㏿船ࡢ建造ࢨ࣭࣮ࣞ ࢻッࣜࣈࣁࢡ࣮

溶接ࡀ欧州࡛ࡣ適用さࡁ࡚ࢀたࡲࠋたࣜࠊ

ン生産ࣛࡢ自動車ࡀ溶接ࢨ࣮ࣞࢺ࣮ࣔ

溶ࣝࢿࣃ自動車ࠋたࡁ出࡚ࡀ例ࡿᑟ入す

接用ࢨ࣮ࣞࢺ࣮ࣔࣜࡢ溶接装置ࡀ開発さ
図㸰 自動車ࢁࢨ࣮ࣞࡢࣇ࣮ࣝࢻࡢう付 

㸦㹃㹂ＡＧ社㸧 



Ａ㹊Ｉ㹋ࡢこࠊ今後ࠋ約㸴㸵～㸯㸮倍高いࡀ生産性࡚比ࢺ抵抗溶接ࣟボッࡢ従来ࠋたࢀ

Ｓࡣ自動車産業࡛さࡽ利用さࡢࡶࡿࢀ思わࠋࡿࢀ最近ࠊ自動車産業࡛ࢫࣞࣉࡣ加工部品

ࡿࢀ利用さࡀう付ࢁࢨ用いた࣮ࣞࢆう材ࢁࠊ場合࡞困難ࡀ溶接ࢨ࣮ࣞࡵたࡢ不十分ࡀ精度ࡢ

示図㸰ࡾࡼ㸰㸮㸮㸲年ࠊ溶接ࡢࢻッࣜࢡンࣛࢺࡢ自動車ࡾࡼ㸯㸷㸷㸵年ࠋたࡗ࡞うࡼ

すࡼうࡢࣝࢿࣃࢻࣇ࣮ࣝ 溶接ࢁࢨ࣮ࣞう付ࡀ実用化さ࡚ࢀいࠋࡿ 

航空機産業࡛ࡶ戦闘機ࡢ࣒࣮ࣞࣇࡢ製造ࢨ࣮ࣞ直接造形ࡀ適用さ࡚ࢀいࡲࠋࡿたＡ㸱㸶

㸮旅客機ࢫࡢキンࡢ࣮ࢼࣇࢸࢫࣝࢿࣃ溶接ࢨ࣮ࣞ溶接ࡀ適用さ࡚ࢀいࠋࣞࡿ ࠊ成形ࢨ࣮

 ࠋたࢀ調査さࡶ࡞ࢢンࢽ࣮ࣆࢨ࣮ࣞࠊࢢンࢽ࣮ࣜࢡࢨ࣮ࣞࠊࢢキン࣮࣐ࢨ࣮ࣞ

 

㸦㸱㸧微細加工ࡢ発展 

 半ᑟ体産業や電子機器産業ࠊ自動車産業࡞

や各種短࣮ࢨ࣮࣐ࣞࢩキ࢚各種微細加工ࡢ

波長ࡀࢨ࣮ࣞࢫࣝࣃ利用さ࡚ࢀいࠋࣞࡿ ࣆࢨ࣮

࣮ࣞࢫࣝࣃ超短ࡢ秒ࣀࢼ約㸯㸮ࡣࢢンࢽ࣮

ンࣛࣉ原子力発電既ࠋࡿい࡚ࢀうさࡼࡾࡀࢨ

たࢀし࡚利用さ防止処理ࢀ応力腐食割ࡢࢺ

向ୖやࡢ疲労強度ࡢン部品ࢪン࢚ࢺッ࢙ࢪࠊࡾ

強度ࡢ向ୖࡶ利用さ࡚ࢀいࡲࠋࡿたࠊこࡢ中

部࣮ࣞࢨ応用技術研究会࣓ࡢン࡛࣮ࣂあࡿ齋

藤工業ࡼ࠾び最新࣮ࣞࢨ技術研究センタ࣮࡛

図㸱ࠊ開発しࢆ技術ࢢンࢽ࣮ࣆࢨ特殊࣮ࣞࡣ

示すࡼう自動車やࢺࢫࣆࡢࣂࢺ࣮࢜ンࡢ

摺動性ࡢ改善ࡢ࡞改善ࢆ進࡚ࡵいࠋࡿ 

製造ࡢ太陽電池ࡿい࡚ࢀた最近注目さࡲ 

ࢫࣝࣃ㹓㹔ࡢ返しࡾ高繰うࡼ示す図㸲ࡶ

穴ࡢ毎秒ࡢࡁࡢこࠋࡿい࡚ࢀ利用さࡀࢨ࣮ࣞ

あけ㏿度ࡣ数㸯㸮㸮㸮万点超高㏿࡛

あࠋࡿ光࡛࡞け࡞ࡁ࡛ࡤࢀい加工技術ࡀ

今 私たちࡢ手ࡢ届くこࢁあࠋࡿ 

波ࡢ第㸲ࠕさࡲࡀ技術ࢨ࣮ࣞ 拡ࠖࢆ

大し࡚いࡿ言えࠋࡿ 

図㸱 ࢺࢫࣆンࢺ࣮࢝ࢫ部ࡢ特殊࣮࣮ࣞࣆࢨ

 技術研究センタ࣮㸧ࢨ処理㸦最新࣮ࣞࢢンࢽ

図㸲 太陽電池ࡢ製造利用さࡿࢀ㹓㹔高繰ࡾ返し

 㸦୕菱電機㸧ࢨ࣮ࣞࢫࣝࣃ
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拡大するレーザ技術の応用

航空機産業 (BIAS)原子力発電プラント (東芝)

ラインパイプ (IPG)

自動車産業 (Trumpf)

レーザアート (最新レーザ技術研究センター)
造船業 (Aker Yard)

 

航空機産業 (LSP tec)

医療機器産業 (Fraunhofer ILT)



 

中部レーザ応用技術研究会 事務局 

 
〒㸲㸲㸴－㸮㸮㸰㸴 愛知県安城市安城町広美㸲㸮－㸵 

 㸦株㸧最新レーザ技術研究センター内 

    TEL㸸 㸮㸳㸴㸴－㸵㸰－㸯㸯㸰㸳 

    FAX㸸 㸮㸳㸴㸴－㸷㸯－㸰㸰㸶㸰 

    E-mail㸸ngylaser@jt5.so-net.ne.jp  

        URL: http://www005.upp.so-net.ne.jp/ngylaser/ 

 

 

 

交通案内 新幹線：ࠕ三河安城ࠖ駅下車 タクシーで７分㸦㸱㸬５ｋｍ㸧 

         ＪＲ東海道線：ࠕ安城ࠖ駅下車  タクシ㸫で５分㸦㸰㸬５ｋｍ㸧 

          名鉄バス JR 安城駅よりࠕ安城更生病院ࠖ行きࠕ市営広畦住宅前ࠖ下車  

徒歩㸯分 


